
　明けましておめでとうござ
います。平素から、三原地区
保護司会活動にご協力とご尽
力をいただき、ありがとうご
ざいます。滋賀県の保護司事
件以降マスメディアにも保護

司が取り上げられ、法務大臣から委嘱された民間
ボランティアである保護司の存在が、社会に知ら
れるようになってきたと感じるところです。
　保護司活動は、罪を犯した人たちへの社会復帰
の手伝いや、受け入れる地域社会への理解を進め
る働き、再犯防止への支援や青少年への防犯活動
などがあり、守備は多岐にわたります。
　その中で研修部は、保護司の資質向上のために

研修・調査を行う部であり、会員に新しい知識や
情報を届ける役目を担います。
　対象者との処遇において、対人関係を築くこと
は必要条件です。そのため当研修部では定例の研
修会以外に、対人関係の基本部分を大事にした「傾
聴」の自主勉強会を実施しています。相手との会
話のなかで、何気ない一言が相手の心の琴線に触
れ深い話に進む、あるいは否定の言葉の強さに心
を閉ざし、以降の関係がギクシャクするなど、両
方とも起こり得る事態です。対人関係をスムーズ
に作り、保持していくためにどうするかを考え、
実践できるよう訓練することも、保護司の役目で
あると思います。
　今後ともご支援ご協力をよろしくお願いします。

三原地区保護司会  研修部長　　吉　田　なよ子　
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　今年はどんな年になるのだ
ろう…期待とともに不安を感
じながらの年明けでした。
　保護司会の皆様には平素
から三原地区更生保護女性会
の活動に対してご支援ご協力
をいただき感謝しています。

ありがとうございます。
　私たち三原地区更生保護女性会は、昨年度結成
60周年を迎えました。
　その間、更女活動の原点である「ほっとけない」
精神のもと、ミニ集会、登下校の見守り、子育て支
援、社会参加活動、施設訪問、呉清明園への支援
活動などなど多くの行事や活動を企画し展開され
てきました。諸先輩の絶え間ない努力に敬意を表す
るとともに継承の重さを痛感しているところです。
　私が、三原地区更生保護女性会の会長を引き受
けてから３年目を終えようとしています。「会長」
と言われることに不安だらけの出発でしたが、次
第に「会長」だからこそ感じることのできる思い
があることに気づきました。それは更女パワーの
素晴らしさです。総会で確認された行事を計画し
実施する度に、打てば響く役員の行動力、役員の

呼びかけに快く応じてくださる会員の姿。「出来
るときに出来ることをする」というボランティア
精神あっての更女活動です。支援と協力に感謝し
ながら活動を続けています。
　三原地区更女は全体での活動とともに、世羅、
本郷、久井、大和、三原の地域でも様々な行事を
計画し集会など工夫を凝らした活動を展開してい
ます。例えば、更女作成の「社明カルタ」を使っ
てミニ集会を開催し、楽しみながら喜ばれながら
目的達成に向けて活動しています。また、１～３
月には「中学校卒業生への記念品贈呈」で、義務
教育を終え巣立つ卒業生に『犯罪や非行のない社
会づくりにも目を向けてほしい』という思いを届
けに三原市・世羅町内15校に出向きます。クリア
ファイルに卒業おめでとうの言葉とともに今年度
の青少年育成標語優秀作品と社明パンフレットを
入れて渡しています。
　私たちは今後も更生保護活動を継続し、人が人
として尊重され心豊かに生きられる安心安全な社
会づくりを目指していこうと思います。保護司会
をはじめ関係機関や団体と連携して地域に根差し
た活動をすすめます。ご支援ご協力をお願いいた
します。

三原地区更生保護女性会 会長　　小　川　敬　子　　ごあいさつ

第２回 定例研修会「『息の長い』社会復帰支援について」
　８月23日、広島保護観察所　種田保護観察官を講師に迎えて実施
しました。本支援の背景と内容、支援の進めるために必要な地域に
おけるネットワークづくりに向けた説明を受けました。今後に活か
せる研修となりました。
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　三原地区保護司会様には私
ども地区協力雇用主会の運営
に際し永年に亘ってご指導ご
支援を賜っております事、会
員一同厚く御礼申し上げま
す。又、三原地区保護司会様
には数年前より「保護司会だ

より」を発行され、更生保護に関連する団体に配
布していただいておりますこと有難うございま
す。保護司会皆さんの活躍状況、県内の更生保護
に関する情報等などお知らせいただき大変助かっ
ております。今後も末永く継続していただきます
よう願っております。
　さて、この度は会報紙に原稿依頼をいただき有
難うございます。折角の機会をいただきましたの
で三原地区協力雇用主会の歩みを紹介させていた
だきます。
　三原地区協力雇用主会は平成９年５月に発足し
令和６年現在で28年を迎える事が出来ました。平
成20年に市町村合併が施行された関係で、三原地
区と世羅地区が合同した三原地区協力雇用主会と
して再出発し、現在41社の企業の皆様にご加入い
ただき運営しております。

　広島県内では広島県協力雇用主会連絡協議会が
あり、県内13地区団体が加入され、広島県保護観
察所様、広島県就労支援事業者機構様のご指導を
仰ぎながら、再犯防止の為の職場提供と住居の確
保に向けて職務を担っております。
　三原地区協力雇用主会への就労受け入れは、発
足以来今日まで毎年４～５件です。ここ数年犯罪
者の減少により、受入数が少なくなっております。
　このような状況の中、平成31年に尾道地区より
就労体験セミナーとして尾道地区の対象者受入れ
の相談がありまして、三原で受け入れを実施した
事例がございました。その後、合同研修会等の開
催を行なう様になり、お互いに総会、交流会に参
加と活発な運営が出来る様になりまして元気を取
り戻す事が出来ました。これは一つの事例ですが、
志一つで更生保護活動に取り組む仲間にとって大
変ホットな出来事だと喜んでおります。今後も安
全で安心して過ごせる町作りの為に協力雇用主会
は活動を継続して参ります。
　三原地区保護司会様、三原地区更生保護女性会
様におかれましては変わらぬご支援を賜りますよ
うお願い申し上げ状況報告とさせていただきま
す。

三原地区協力雇用主会 会長　　坂　元　　　亨　　ごあいさつ

　12月10日、視察見学研修を実施しました。往路のバス内で、日本更生保
護協会から借用したビデオ「心のリレー」を視聴しました。
　保護観察所へ到着後、中国地方更生保護委員会 前島指導官から環境調
整について講義を受け、その後古賀所長より更生
保護の歴史について受講しました。
　昼食交流会では、古賀所長以下５名の方に同席
頂き、質疑応答形式での勉強会を行いました。
　午後から広島刑務所にて、施設の沿革から現状
まで説明を受けてから施設内を見学しました。
　広島刑務所の特徴は、管区内の基幹施設はもと
より、医療重点施設、調査センターとして、全国
の施設と連携されているとのことでした。

視察見学研修「広島保護観察所と広島刑務所」
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　11月30日、三原市中央公民館において顕彰式及び表彰式を行いました。

三原地区更生保護顕彰式  作文･標語表彰式三原地区更生保護顕彰式  作文･標語表彰式

奥田 世羅町長

山口 広島保護観察所首席

岡田 三原市長 吉田 三原警察署次長 檜垣 世羅警察署長

中国地方更生保護委員会委員長表彰 宇田 治徳・小谷 章一
橋澤 浩二

中 国 地 方 保 護 司 連 盟 会 長 表 彰

広 島 保 護 観 察 所 長 表 彰
石川 弥生
石本 栄次・野村 俊明

広島保護観察所長感謝状（家族功労） 是山 加奈枝・大龍 雅子
広 島 保 護 観 察 所 長 感 謝 状
（更生保護事業における民間協力功労者） 株式会社 中博建設

広島県保護司会連合会会長表彰 有田 英子・藤井 迎朋

広島県更生保護功労者表彰（敬称略）

作文･標語入賞者表彰

第74回“社会を明るくする運動”作文･標語コンテスト 県の入賞者（敬称略）

小学生作文の部 標　語　の　部

三原市立田野浦小学校　６年　中田　早耶
　「犯罪の芽を無くす」

■ 広島県更生保護女性連盟会長賞

（応募数／小学校20校1,880点・中学校9校1,485点）

小学生の部　９名  ・  中学生の部　９名
■ 三原市青少年健全育成標語コンテスト

（応募数／小学校24校548点・中学校14校837点）

小学生の部　７名  ・  中学生の部　６名
■ “社会を明るくする運動”作文コンテスト

三原市立本郷中学校　１年　堀本　実裕
　「『助けて』を言おう『助けて』にこたえよう
　　　　　　　　　　　　　　1 人で戦わないで」

■ 入　選
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12/11　世羅町立甲山中学校9/20　更生保護女性会8/6　三原市立沼田東小学校職員

10/21　「地域共生社会の推進に向けた
プラットフォームづくり」意見交換会

講師　三原市社会福祉協議会　福永係長

　11月６日に三原市立第四中学校、12月11日に世羅町立甲山中学校で「薬物乱用防止教室」を実施
しました。違法薬物等の使用による身体への影響、オーバードーズの問題、違法薬物の断り方など
について説明し、薬物「ダメ 絶対」の意識を高めました。
　また、８月６日に三原市立沼田東小学校職員向け、９月20日に更生保護女性会三原地域研修会で、
海外の薬物蔓延状況や、大麻合法化の諸問題、国内の現状等について解説しました。

薬物乱用防止教室

　11月30日、第２回自主研修会を更生保護女性会会員の
方にも参加いただき実施しました。
　地域共生センターは、三原市と三原市社会福祉協議会
が連携して設立し、他機関や関連団体との協力体制を整
え、現在の多様化かつ複雑化した悩みに応えるための活
動を行っています。
　また、三原市地域共生社会推進プラットフォームの取
り組みや、センターが発足した経緯、従来では対応しき
れなかった多様なケースの実例について学びました。
　当会も、観察所ならびに関連団体と共に取り組み、よ
りきめ細かな処遇が可能となりました。

第２回 自主研修会「地域共生センターについて」

　11月６日、三原市地域共生社会推進プラットフォーム　キック
オフ講演会が、サン･シープラザで行われました。
　始めに、「国の動向、第２期広島県地域福祉支援計画の取り組み」
について説明があり、次に「地域共生社会の実現に向けた支援体
制の構築」について講演会がありました。
　最後に、「三原市地域共生社会推進プラットフォームについて」
三原市と三原市社会福祉協
議会より、現状と今後の取
り組みについて説明があり
ました。
　当会も、観察所ならびに
関連団体と共に連携して取
り組みを進めてまいります。

地域共生社会の推進

キックオフ講演会　講師　県立広島大学保健福祉学部　手島先生
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　広島空港は三原市内でも山間部にあり、雪がちらつ
くことが冬に何度かありますが、積もるのはシーズン
中に一度か二度です。夜の間に降った雪が滑走路を白
く覆う中、朝日を浴びながら羽田行の始発便が雪を蹴
立てて滑走を始めました。ジェット噴射で雪が巻き上
げられ機体の後方で渦を巻く様は圧巻です。
　雪の朝は冷たいだけでなく、周りの景色が輝いて見
えるように感じることがありますが、雪景色の空港も
朝日を受けて普段の風景よりも一層輝いて見えます。
かすみながらも後方に見える因島大橋も広島空港が瀬
戸内海に隣接していることを思い出させてくれます。
　一年に一度か二度のこの景色を撮るために、凍結し
ているかもしれない空港までの上り坂を走るときは緊
張しますが、この離陸風景に出会えた瞬間にそんな苦
労は忘れてしまいます。

表紙写真に寄せて
雪の広島空港を離陸する始発便

写 真 家 ： 藤 原  敏 明

8/7 本郷ブロック
更女ミニ集会

8/9.10 「やっさ祭り」
防犯パトロール

9/25 本郷ブロック
あいさつ運動

9/17 本郷ブロック
更女親睦会

11/11 新任保護司研修9/25 三原１ブロック
糸崎小ふれあい参観日

9/13 三原地区更女のつどい9/12 作文標語審査会

　令和６年12月１日付けで新たに会員として
お迎えしました。

小林　香代 さん
（三原３ブロック）

小林　将介 さん
（三原３ブロック）

新任保護司の紹介

三原地区更生保護サポートセンター
〒723-0051 三原市宮浦２丁目1-4
TEL･FAX 0848-62-5515
e-mail：mihara-vpo@outlook.jp
URL：https://mihara-vpo.com

■ お問い合わせ先

　11月14日、尾道地区更生保護サポートセンターを訪問し、社会
を明るくする運動、研修会、会報紙、薬物乱用防止教室など多岐
にわたる活動について、意見交換を行いました。
　今後の活動に活かせる内容も多く、有意義な時間となりました。

尾尾 道道 地地 区区 保保 護護 司司 会会 とと のの 交交 流流 会会
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